
寒い季節になりました。

今回のテーマは冷たい足を温める時に起こりがちな 低温やけど です。

低温やけど とは、40～50度程度のものに長時間触れる事によって起こる

やけどです。

心地良いと感じてる温度でも発生し自覚症状のないまま皮膚の奥の方に

じわじわとダメージを与えることが多いため注意が必要です。

低温やけどは、皮膚の薄い高齢者や糖尿病などで末梢神経障害のある方に

起こりやすいとされています。

暖房器具などは正しい使用方法で 低温やけど にならないようにしましょう。

低温やけどの原因となりうる生活状況
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1. 同じ場所を長時間温めない       暖房を身体に密着させない

2. 暖房器具をつけたまま眠らない タイマーセット

3. ぽかぽかセットを併用しない ☓ カイロとヒーター

電気カーペット

電気カーペットは体重分の圧迫が加わるため血行が

悪くなり、低温やけどが起こりやすい

寝るときはスイッチを切る

「うたた寝から覚めるとやけどをしていた」ということ

も多いので要注意

ストーブ/ヒーター 暖を取るときは1.5～2.0ｍ以上離れるようにする

湯たんぽ

直接体を温めるのには用いず、あらかじめ布団を温め

るのに使用する

布団に入る前にスイッチを切る

カイロ
カイロは70度以上になるため、直接皮膚にあてない

1カ所に長時間あてないようにする

糖尿病による神経障害で足の感覚が鈍っている人は

やけどしやすいので特に気を付けましょう

透析中の人は除水により手足が冷えがちですが、

そこを暖めようとして低温やけどをしないよう注意しましょう



皮膚が赤くなったり、水泡（水ぶくれ）が出来たりします。ひりひりした

痛みがありますが、低温やけどの場合は痛みを伴わないこともあります
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の症状

足を守ってきびしい冬を乗りこえましょう
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